
同窓会の活性化に向けた

活性化WGの活動状況
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◇WGメンバー： 2006/10/17にWG発足 （数字は卒業西暦下２桁）

＜学外＞新谷洋一75、渡部直也75、畠山靖彦76 、土井美和子77、赤松宏恒80、
江村克己80、谷英明83、濱中直樹83、山中秀昭86、岡本裕介90、
三浦剛志91、國頭吾郎95、諏訪啓96

＜学内＞広瀬啓吉72、中野義昭82、田畑仁88、山下真司88、峯松信明90、
根本利弘90、池田誠91、小野亮95、恩田祐輔10、西田祐木12、
南佳子（事務局）

＜資料３＞
2011/8/24
活性化WG
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同窓会活性化の指針

 当面の狙い
 顔の見える関係づくり（会員の相互交流活性化）

 若年層対策（理系/電気系離れ、クラスの絆薄弱化）

 手段として、情報通信技術（ICT）の活用促進
 ネットを介した情報交流（HP/ブログおよびメーリング）

 先端技術集団として先進的な活用
注）先進技術を前倒しで適用するというよりは、むしろシニア会員を含
めたICT活用率を上げることがポイント

 今後は先進的な同窓会活動の推進へ
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活性化の狙いと実現ステップ

2007年5月

2008-11年度

ICTの活用促進

＜従来同窓会＞
会報・名簿型

＜ICT基盤の構築＞
本体ＨＰでの情報掲載
クラス単位のページ構築、地方支部のページ
会員との双方向チャネル構築（名簿システム、一斉メーリング）

＜情報交流の活性化＞
会員の相互交流の場づくり
（例：クラスブログ、歴史ｱｰｶｲﾌﾞ）

【当面の狙い】 顔の見える関係づくり（会員相互交流の活性化）、若年層対策

＊ホームページ運営（会員の情報発信促進）

＊総会ｲﾍﾞﾝﾄ・懇親会を定例化（HCDに併設）
＊メールマガジン発行（一斉メーリング）

＊事務管理オンライン化（名簿検索、各種払込み）

＊会報に替わるWeb縮刷版

＊歴史アーカイブ（セピア色の三号館）
＊コミュニティ会館サイト

＊若年層対策（五月祭支援） ＜会員活動の高度化＞
会内での各種コミュニティの立上げ
世代間の交流促進
課題提起/対応型のプロジェクト試行

先進的な同窓会活動推進

注）HCD:東京大学ホームカミングデイ

2012年度～
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これまでの経過と現状

2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年

活性化を支えるICT基盤作り

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
ｸﾗｽﾌﾞﾛｸﾞ

Web名簿システム

同窓会重点テーマ
企画・検討・実践

総会・イベント 総会 イベント 総会・イベント

先進的な同窓会
活動に向けて
（今後の検討課題）

更に、テーマ型のICT基盤作り

会員一斉メール

事業見直し、会報／名簿ICT化、会員交流活性
化、
若年層対策（理系／電気系離れ、クラスの絆薄弱化）

駒場説明会(2)、企業見学会（3）、若手OB特別講義（3）

＜若年層対策＞

現時点

総会・イベント予定総会・イベント

ｺﾐｭﾆﾃｨ会館

ｾﾋﾟｱ色の三号館

五月祭企画支援

※活性化WGに学生メンバ２名



会員交流の活性化

 同窓会総会・イベントの充実
 毎年11月、HCD注）に合せた定期開催

 タイムリーなイベント企画で参加者増へ

 若年層とベテランが集う場として活用

 ホームページによる会員交流
 学部学生の五月祭企画支援

 活性化WGで支援方法を議論

 寄付の依頼（同窓会／学科／学部生）

 HPとメルマガで迅速に情報交流

 122名、１団体より約108万円の寄付

 新たな世代間の交流が図られた

5
注）HCD:東京大学ホームカミングデイ

＜寄付関連の記事＞
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若年層対策

 若年層に関する諸課題とこれまでの経過
 理系／電気系離れ（駒場からの進学振り分け低迷）
 クラスの絆薄弱化（同窓会への無関心）
→ 進学振り分け説明会、企業見学会、若手OBによる特別講義

 新たな最近の状況
 昨年冬、現役学生２名が活性化WGに参画

 学生の企画に向けて同窓会の支援を依頼

 五月祭企画への協力・支援を実施
 同窓会Webとメルマガによる寄付呼掛け
 Web名簿システムで集金実施

→ 若年層との新たな連携スタート
＜五月祭の模様＞
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同窓会イベントの企画・実施

 2010年度イベントを実施：講演とパネル討論
 小惑星探査機「はやぶさ」を支えた電気電子技術
 パネル「国際人ってなんだろう -世界に通ずる人材を大学はどう育てるか-」

 2011年度の企画案
 パネル：「情報通信技術は大規模災害を救えるか -大規模災害・危機
管理と社会インフラとしての電気電子・通信情報技術-」

（２）パネル討論（現役学生等も参加）（１）講演会（はやぶさ展示）
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同窓会HPの状況
http://todaidenki.jp/

（１）トップページのアクセス総数 （２）トップページの一日当りアクセス数

アクセス総数、一日当りアクセス数共に年毎に増加傾向

ユニークアクセス総数

ユニークアクセス数／日
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歴史アーカイブサイト

 「セピア色の三号館」を運営
 同窓生が体験してきた時代を振り返る「歴
史アーカイブ」のコンテンツ拡充

 第１弾は、クラス1944（昭和19年ⅠⅡ）が編
纂した「電波報國隊」を一挙掲載

 第2弾は、10年度に実施した三号館お別れ
見学会の写真集、随筆など

 第3弾、「Z会一代記」（昭和16年12月）で戦
中、戦後のクラス記録を掲載

 今後、同窓会報のアーカイブ化

 会報１号（昭和32年9月）をPDF化

 主要な記事はHPで紹介予定
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http://todaidenki.jp/hist/

＜昭和14年4月、Z会一代記より＞

＜会報１号の表紙＞



今後の検討課題

 若年層対策の継続
 今回実施した五月祭企画支援を次年度以降も継続していくこと

 このような支援活動を通して、同窓会と学生とのパイプを築くこと

 会員の相互交流活性化
 イベント企画の充実を図り、総会イベントの参加者増加

 ホームページの双方向性活用（コメント投稿促進など）

 会内で新たなコミュニティの立上げ促進
 ICT活用コミュニティ、歴史コミュニティなど会員要望を探索

 コミュニティ会館の活用： http://todaidenki.com/

 会内のコミュニティメンバーに閉域ページ（ID、PWによる登録制）

 登録メンバーのみ利用できる掲示版、書庫、日程表など
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